
理事長の小話 No.4  2026/9/12 

文芸投稿 8 月度(9/6 放送)のテーマ: 「十五夜」に関するエッセイ 

 

エッセイテーマ : 「十五夜」 

 

十五夜と言えば、1 年で最も美しいとされる中秋の名月、すなわち旧暦の八月十五日の満月

の夜のこと。新暦では、9 月下旬から 10 月頃になるそうだ。その昔、中国などの東アジア

から日本に伝わったとされる月見行事のようだ。地上から見える月は、日本では、うさぎが

餅つきをしているように見えるとか言われているが、なぜそうなのかは諸説があり、日本に

定着している。その昔、私が若かりし頃、望遠鏡で月を観察した記憶がある。黒い部分と明

るい部分を見ながら、あれこれと想像したものだ。黒い部分の地下には人類が住める可能性

があるのだろうか、水分はあるのだろうかと。さすがに、今では月へ舞い戻ったかぐや姫が

いるとは思わないが、十五夜の美しい月を見て、世界中の人の心が癒されるのは確かだろう。

現在では、黒い部分は巨大隕石の衝突でできた低地であることが証明されているとのこと。

受け継がれてきた、はるかかなたの月への人類の思いが、いずれ科学の発展と共に消滅もし

変化していくことになるだろう。ふと「十五夜お月さん ご機嫌さん・・・」童謡の一節が

頭に浮かんできた。作詞者の野口雨情本人の郷愁や悲しみが込められているとのことで、明

るい曲調の裏に、家族の離散や孤独という切ない背景を歌ったものだと再確認しました。 

(533 文字) 

 

コメント:  まだまだ暑いですが、ゆっくりとビールでもたしなみながら、月見でもしたい

ものです。 


